
図形と方程式 K1700 ２円の共有点 組 番 名前

２つの円の共有点の個数は、それぞれの円の半径と互いの
中心間の距離を調べる。

例 1 次の２つの円の共有点の個数を答えよ。
(1) A : x2 + y2 = 4, B : (x− 3)2 + (y − 2)2 = 1

答
(2) A : x2 + y2 = 4, B : (x− 4)2 + (y − 3)2 = 9

答

問 1 次の２つの円の共有点を答えよ。
(1) A : x2 + y2 = 4, B : (x− 1)2 + (y − 1)2 = 1

答
(2) A : x2 + y2 = 4, B : (x− 4)2 + y2 = 36

答

例 2 次の２円の共有点の座標を求めよ。
A : x2+y2 = 25, B : x2+y2+2x+2y−27 = 0

答

問 2 次の２円の共有点の座標を求めよ。
A : x2 + y2 + x− 5y − 6 = 0

B : x2 + y2 + 2x− 8y − 8 = 0

答



*+*+*+*+*+*+*+*+ 【解答】*+*+*+*+*+*+*+*+

例 1 次の２つの円の共有点の個数を答えよ。
(1) A : x2 + y2 = 4, B : (x− 3)2 + (y − 2)2 = 1

円 Aの中心は (0, 0)、半径 2

円 Bの中心は (3, 2)、半径１
中心間の距離は√

32 + 22 =
√
13

2 + 1 <
√
13

中心間の距離が大きいので共有点は持たない。
答 共有点 0個

(2) A : x2 + y2 = 4, B : (x− 4)2 + (y − 3)2 = 9

円 Aの中心は (0, 0)、半径 2

円 Bの中心は (4, 3)、半径 3

中心間の距離は√
42 + 32 =

√
25 = 5

2 + 3 = 5

２円の半径の和が中心間の距離に等しいので、外接する。
答 共有点 1個

問 1 次の２つの円の共有点を答えよ。
(1) A : x2 + y2 = 4, B : (x− 1)2 + (y − 1)2 = 1

円 Aの中心は (0, 0)、半径 2

円 Bの中心は (1, 1)、半径 1

中心間の距離は√
12 + 12 =

√
2

2 + 1 >
√
2

2 < 1 +
√
2

中心間の距離は大きすぎず、小さすぎずである。
答 共有点 2個

(2) A : x2 + y2 = 4, B : (x− 4)2 + y2 = 36

円 Aの中心は (0, 0)、半径 2

円 Bの中心は (4, 0)、半径 6

中心間の距離は 4

6 = 2 + 4

小さい円の半径と中心間の距離の和が、大きい円の半径に
一致する。すなわち、２円は内接する。

答 共有点 1個

例 2 次の２円の共有点の座標を求めよ。
A : x2+y2 = 25, B : x2+y2+2x+2y−27 = 0

２つの方程式を連立する。
x2 + y2 +2x+ 2y = 27

−) x2 + y2 = 25
2x+ 2y = 2

x+ y = 1 · · · (1)

(1)を y = −x+ 1として、Aに代入。

x2 + (−x+ 1)2 = 25

x2 + x2 − 2x+ 1− 25 = 0

2x2 − 2x− 24 = 0

x2 − x− 12 = 0

(x− 4)(x+ 3) = 0

x = 4, −3

(1)より、x = 4のとき、y = −3

x = −3のとき、y = 4

答 (4,−3), (−3, 4)

問 2 次の２円の共有点の座標を求めよ。
A : x2 + y2 + x− 5y − 6 = 0

B : x2 + y2 + 2x− 8y − 8 = 0

A,Bを連立すると、

−x+ 3y + 2 = 0 · · · (1)

これを x = 3y + 2として Aに代入する。

(3y + 2)2 + y2 + (3y + 2)− 5y − 6 = 0

9y2 + 12y + 4 + y2 + 3y + 2− 5y − 6 = 0

10y2 + 10y = 0

y2 + y = 0

y(y + 1) = 0

y = 0,−1

これを (1)に代入すると、
y = 0のとき、x = 2

y = −1のとき、x = −1

答 (2, 0), (−1,−1)


